
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 209 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語コミュニケーションⅠ ３ 1 
Vivid English CommunicationⅠ 

（第一学習社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語コミュニケーションⅠの授業は「聞くこと」「話すこと（やり取り、発表）」、「読むこと」「書く

こと」という 4技能 5領域の力をつける授業です。聞いたり読んだりすることに加えて、音読など幅広い言

語活動に積極的に参加しましょう。 

・英語でコミュニケーションをとるには英語の語彙が大切です。英語の語彙を増やしていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DO リスト」の形での学習到達目標） 

【第１学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・ゆっくりはっきり
と話されれば、「立
て」「座れ」「止まれ」
などの短い簡単な
指示を理解するこ
とができる。 

 

・ゆっくりはっきり
と発話される、基本
的な語句や表現か
らなる英文（１文）
の内容を正確に聞
き取ることができ
る。 

・挿絵や写真のある
簡単な１～３文程
度の情景描写を理
解でき、バースデー
カードなどのメッ
セージの内容を読
み取ることができ
る。 

 

・日常生活で使われ
る非常に短い簡単
な指示（「飲食禁止」
など）やレストラン
などのメニューを
理解することがで
きる。 

・決まった表現や形
式を用いて、日時や
場所について質問
したり、質問に答え
たりすることがで
きる。 

・前もって準備した
上で、決まった表現
や形式を用いて実
物を示しながら、そ
の物について簡単
な説明をすること
ができる。 

・待ち合わせの時間
や場所といった日
常的な内容のメー
ル文など具体的な
事柄について書か
れたものを読み、理
解することができ
る。 

 

・簡単な語や表現を
使って書かれた短
い物語や身近なト
ピックに関する短
い文章を挿絵や写
真を参考にしなが
ら理解することが
できる。 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・英語の音声や語彙、表現、文法、
言語の働きなどの理解を深める。 

・英語での日常的な話題について理
解し、質疑応答をすることができる。 

・英語の背景にある文化に対する
理解を深め、聞き手、読み手、話し
手、書き手に配慮しながら、主体的
に英語を用いてコミュニケーショ
ンを図ろうとしている。 
 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学

期 

課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

1

学

期 

Lesson1 

Share Your 

World 

 

Lesson 2  

I Was 

Drinking 

Chocolate! 

 

聞くこと 

a: 英語の音声の特徴（リズム・イントネーション）を理解している。 

b: 日常的な話題（「SNS」や「チョコレート」など）について、必要な情報を聞

き取っている。 

c: 日常的な話題（「SNS」や「チョコレート」など）について、必要な情報を聞

き取ろうとしている。 

小テスト 

（リスニン

グ） 

読むこと 

a: 基本的な英語の文型( SV, SVO など)を理解している。 

b: 身の回りの事柄（「SNS」や「チョコレート」など）に関する英語で書かれた

短い説明を読んで概要を捉えている。 

c: 身の回りの事柄（「SNS」や「チョコレート」など）について英語で書かれた

短い説明を読んで概要を捉えようとしている。 

定期考査（リ

ーディング） 

話すこと

（暗唱） 

a: 基本的な英語の文型( SV, SVO など)を理解している。 

b: 日常的な話題（「SNS」や「チョコレート」など）について、基本的な語句や

文を用いて話している。 

c: 日常的な話題（「SNS」や「チョコレート」など）について、基本的な語句や

文を用いて主体的に話そうとしている。 

スピーキング

テスト 

書くこと 

a: 自分のことや身の回りのものを紹介するために必要な書く技能を 

理解している。 

b: 自分のことや身の回りのもの（「SNS」や「チョコレート」など）について簡

単な語句や文を用いて書いている。 

c: 自分のことや身の回りのもの（「SNS」や「チョコレート」など）について簡

単な語句や文を用いて読み手に配慮しながら書こうとしている。 

定期考査（ラ

イティング） 

中間考査 

Lesson 3  

Inspiration on 

the Ice 

 

Lesson 4  

Esport’s Time 

Has Arrived 

聞くこと 

a: 考えや意図を伝える表現（Yes/No, 理由を述べる等）の特徴やきまりに関する

事項を理解している。 

b: 日常的な話題（アイススケートや e スポーツ）に関する会話を聞き、話の展開

や話し手の意図を把握している。 

c: 日常的な話題（アイススケートや e スポーツ）に関する会話を聞き、話の展開

や話し手の意図を把握しようとしている。 

小テスト（リ

スニング） 

読むこと 

a: 情報を事実と意見に整理する技能を身に付けている。 

b: 日常的な話題（アイススケートや e スポーツ）に関する英文を読み、文章の展

開や書き手の意図を把握している。 

c: 日常的な話題（アイススケートや e スポーツ）について、文章の展開や書き手

の意図を把握しようとしている。 

定期考査（リ

ーディング） 

話すこと

（暗唱） 

a: 相づちを打ったり、聞き直したりする等、コミュニケーションを円 

滑にするための言語の働きを理解している。 

b: 日常的な話題（アイススケートや e スポーツ）について、簡単な語句や文を用

いて伝え合っている。 

c: 日常的な話題（アイススケートや e スポーツ）について、聞き手、話し手に配

慮しながら主体的に英語を用いて伝え合おうとしている。 

スピーキング

テスト 

書くこと 

a: 現在完了形や受動態を理解している。 

b: 日常的な話題（アイススケートや e スポーツ）について、簡単な語句や文を用

いて書いている。 

c: 日常的な話題（アイススケートや e スポーツ）について、簡単な語句や文を用

いて書こうとしている。 

定期考査（ラ

イティング） 

期末考査 

 

Lesson 5  

Mansai, 

Kyogen 

Performer 

 

Lesson 6  

In this Corner 

of the World 

聞くこと 

a: 感情を表す表現を理解している。 

b: 日常的な話題（狂言や映画）についての説明を、視覚情報などを参考にしなが

ら理解している。 

c: 日常的な話題（狂言や映画）についての説明を、視覚情報などを参考にしなが

ら理解しようとしている。 

小テスト（リ

スニング） 

読むこと 

a: ごく身近な話題（狂言や映画）に関する話題について書かれた文章を読んで、

概要を捉える技能を身に付けている。 

b: ごく身近な話題（狂言や映画）に関する話題について書かれた文章を読んで、

概要を捉えている。 

c: ごく身近な話題（狂言や映画）に関する話題について書かれた文章を読んで、

概要を捉えようとしている。 

定期考査（リ

ーディング） 

話すこと

（発表） 

a: 分詞、関係詞を用いた文に関する英語の特徴やきまりを理解している。 

b: ごく身近な事柄（狂言や映画）について簡単な語句や文を用いて話している。 

c: ごく身近な事柄（狂言や映画）について聞き手に配慮しながら簡単な語句や文

を用いて話そうとしている。 

スピーキング

テスト 
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書くこと 

a: 分詞、関係詞を用いた文に関する英語の特徴やきまりを理解している。 

b: 日常的な話題（狂言や映画）について、簡単な語句や文を用いて書いている。 

c: 日常的な話題（狂言や映画）について、簡単な語句や文を用いて書こうとして

いる。 

定期考査（ラ

イティング） 

中間考査 

Lesson 7  

Should Stores 

Stay Open for 

24 hour? 

 

Lesson 8  

Our Future 

with Artificial 

Intelligence 

聞くこと 

a: 自分の考えを伝える表現の特徴を理解している。 

b: 社会的な話題（コンビニや AI）についての説明を聞き、要点を理解している。 

c: 社会的な話題（コンビニや AI）についての説明を聞き、要点を理解しようとし

ている。 

小テスト（リ

スニング） 

読むこと 

a: 関係代名詞の理解を基に、英文の内容を読み取る技能を身に付けている。 

b: 社会的な話題（コンビニや AI）について書かれた文章を読んで、概要を捉えて

いる。 

c: 社会的な話題（コンビニや AI）について書かれた文章を読んで、概要を捉えよ

うとしている。 

定期考査（リ

ーディング） 

話すこと

（発表） 

a: 有名な人物について描写する表現を理解している。 

b: 日常的な話題（コンビニや AI）について、事実や自分の考え、気持ちなどを簡

単な語句や文を用いて伝え合うやり取りを続けている。 

c: 日常的な話題（コンビニや AI）について、事実や自分の考え、気持ちなどを簡

単な語句や文を用いて、伝え合うやり取りを続けようとしている。 

スピーキング

テスト 

書くこと 

a: 分詞構文の特徴やきまりを理解している。 

b: 画家など有名な人物について考えたことを簡単な語句を用いて英文を書いてい

る。 

c: 画家など有名な人物について考えたことを簡単な語句や文を用いて英文を書こ

うとしている。 

定期考査（ラ

イティング） 

期末考査 

 

Lesson 9   

Stop 

Microplastic 

Pollution! 

 

Optional 

Lesson 

A Retrieved 

Reformation 

 

 

聞くこと 

a: 社会的な話題（海洋汚染）について話された説明の内容を捉える技能を身に付

けている。 

b: 社会的な話題（海洋汚染）について話された説明を聞き、必要な情報、概要、

要点を捉えている。 

c: 社会的な話題（海洋汚染）について話された説明を聞き、必要な情報、概要、

要点を捉えようとしている。 

小テスト（リ

スニング） 

読むこと 

a: 仮定法の意味や働きの理解を基に、英文の内容を読み取る技能を身に付けてい

る。 

b: 社会的な話題（海洋汚染）について書かれた文章を読んで、要点を捉えている。 

c: 社会的な話題（海洋汚染）について書かれた文章を読んで、要点を捉えようと

している。 

定期考査（リ

ーディング） 

話すこと

（発表） 

a: 相手の意見に同意や反対する表現を理解している。 

b: 社会的な話題（海洋汚染）について、自分の考え、気持ちなどを、簡単な語句

や文を用いて伝え合うやり取りを続けている。 

c: 社会的な話題（海洋汚染）について、聞き手、話し手に配慮しながら、主体的

に英語を用いて伝え合うやり取りを続けようとしている。 

スピーキング

テスト 

書くこと 

a: 仮定法の意味や使い方を理解している。 

b: 社会的な話題（海洋汚染）について、考えたことを簡単な語句を使って英文を

書いている。 

c: 社会的な話題（海洋汚染）について、読み手に配慮しながら主体的に英語を用

いて書こうとしている。 

定期考査（ラ

イティング） 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


